
ABC分析・EIQ分析の活用例
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パレート図を用いた在庫管理の評価
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乖離する場合の各商品在庫は？
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商品のロケーション

保管場所

出入口

通
路

売上金額

出庫頻度
作業時間の短縮

商品の組み合わせ

保管設備
荷役機器

安全性
フォークリフトと人の分離
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E・I・Qデータ

製品の種類
（Item）

製品の種類
（Item）

数量
（Quantity）

数量
（Quantity）

注文
（order Entry）

注文
（order Entry）

？ 件

？ 種類

？ ケース

どんな配送センターか？

鈴木 震 先生講義資料より作成
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前提条件

1パレットあたりのケース数

在庫回転期間

保管設備の能力
蔵置量、入出荷能力

作業員の標準作業時間

トラックの積載能力
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保管設備の傾向

山積、パレットを用いた立体倉庫、
パレットフローラック

山積、パレットを用いた立体倉庫、
パレットフローラック

フローラック、回転棚（回転ラック）フローラック、回転棚（回転ラック）

物品棚物品棚

少品種多量少品種多量

中品種中量中品種中量

多品種少量多品種少量




